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若者の地域移動の減少と地元定着の増加①高卒 未定稿
出身地（15歳時点の居住地）⇒最終学校を卒業した時の居住地⇒初職就職地（正社員限定）の３時点の地域移動について検
討。都市は東京圏・名古屋圏・関西圏 地方は東京圏・名古屋圏・関西圏以外の地域。

若い男性高卒者は地方・地元定着者が増加し、地方からの就職時の流出減少。
高卒者・男性

資料出所：社人研「第７回人口移動調査」を労働政策研究・研修機構が二次分析。無作為抽出・有効回収世帯数11,353通（回収
率73.5％）・有効回答世帯員数29,320人。2011（平成23）年7月（北海道は9月）実施。
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若者の地域移動の減少と地元定着の増加②大卒 未定稿
出身地（15歳時点の居住地）⇒最終学校を卒業した時の居住地⇒初職就職地（正社員限定）の３時点の地域移動について検討。都市
は東京圏・名古屋圏・関西圏 地方は東京圏・名古屋圏・関西圏以外の地域。

若い男性大卒者は進学時の流出が減少し、地方へのUターン微増。
大卒者・男性

資料出所：社人研「第７回人口移動調査」を労働政策研究・研修機構が二次分析。無作為抽出・有効回収世帯数11,353通（回収
率73.5％）・有効回答世帯員数29,320人。2011（平成23）年7月（北海道は9月）実施。
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